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令和６年度 第１回倉吉市農業委員会会議議事録

１ 開催日時 令和６年４月１０日（水） 午後１時３０分から午後３時００分

２ 開催場所 倉吉市役所 第２庁舎３階 会議室３０３

３ 出席委員 （２７人）

会長 ２番 山脇 優 委員

農業委員

１番 髙見美幸 委員 ３番 船越省吾 委員 ４番 田村静伸 委員

５番 福井章人 委員 ６番 藤井由美子 委員 ８番 吉村年明 委員

９番 山下賢一 委員 １０番 筏津純一 委員 １１番 堀川理恵 委員

１２番 數馬 豊 委員 １３番 鐵本達夫 委員 １４番 美田俊一 委員

１５番 衣笠健一郎 委員 １６番 松本幸男 委員 １７番 河野正人 委員

１８番 原田明宏 委員 １９番 早田博之 委員

農地利用最適化推進委員

福井満寿美 委員 山脇賢治 委員 塚根正幸 委員 田倉恭一 委員

秋山美香 委員 藤原 治 委員 林 修二 委員 小谷義則 委員

山下洋一郎 委員

４ 欠席委員 （１人）

７番 室山恵美 委員

５ 議事日程

第１ 開会

第２ 会長あいさつ

第３ 議事録署名人の決定

第４ 連絡・報告事項

第５ 議事

議案第 1号 農地法第５条の規定による許可申請について

議案第 2号 非農地・非採草放牧地現況証明申請について

議案第 3号 農用地利用集積計画の決定について

議案第 4号 遊休農地解消対策事業助成金交付に係る遊休農地の認定について

議案第 5号 農用地利用集積等促進計画について

第６ その他

第７ 閉会

６ 農業委員会事務局職員

局長 内川 啓二

主幹 梶本 幸敬

主任 岩田 寿朗

経済観光部農林課職員

課長 青目 卓己

主幹 清水 彰夫
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７ 会議の概要

(１) 開 会

事務局 ただ今より、令和６年度第１回農業委員会会議を開会いたします。初めに山

脇会長よりごあいさつをお願いいたします。

(２) 会長あいさつ

会 長 （会長あいさつ）

※ 議長選出

事務局 この後は農業委員会会議規則第３条により、会長が議長となり会議を進行し

ていただきます。よろしくお願いいたします。

(３) 議事録署名人の決定

議 長 それでは本日の議事録署名人ですが、私のほうで指名させていただいてもよ

ろしいでしょうか。

（はいの声）

議 長 それでは指名をさせていただきます。１番 髙見委員、３番 船越委員に議

事録署名人をお願いいたします。

※ 欠席・遅刻届連絡委員の報告

議 長 ７番 室山委員から欠席届けが出ています。

(４) 連絡・報告事項

議 長 それでは（４）連絡報告事項、事務局からお願いします。

事務局 令和６年度第１回倉吉市農業委員会会議報告及び予定事項でございます。別

紙をご覧ください。（以下事務局説明）

議 長 続きまして、くらよし農業に関する相談会について、衣笠委員。

１５番 １５番 衣笠です。農業に関する相談会を行いまして、２件の相談がござい

ました。まず１件目ですけれども、相談者は親元就農をしている○○○○○○

の○○○○さん、若い方でスイカ作りに意欲がある方です。経営規模の拡大を

考えているので、自分が作っている○○のあたりの農地を借りたいという相談

がありました。今年のスイカ作には間に合わないので、来年の作付けに向けて

５０アール程度の農地を確保したいと。それで農地でございますが、この地図

をご確認ください。朱色になったあたりの畑を希望しておられました。来年度

にはなりますが、畑のあっせんをしていただくようになります。

それで２件目ですけれども、○○○○○○○○○の○○○○さんという方が

お見えになられました。農地の転用について相談内容につきましては１０アー

ル米を作っていますが、今後管理できなくなるので農地を処分したい。１０年

ほど前に同様の相談をしました。ここに書いてありますとおり農振除外はでき

ない旨、農振除外地は転用が必要であることを農林課の方に説明していただき
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ました。希望であった太陽光の転用は不可能です。耕作者のあっせんを提案す

るが、以前に申請したが見つからなかったので見つからないと思っている様子

で今回は申請しないという相談内容でした。相談に対する回答としては今回農

地の売買、賃貸借であっせんを行うこと、回答しました。以上です。

議 長 はい、この件につきましては後であっせんの議題にありますので報告のみで

終わりとします。

(５) 議 事

議 長 それでは（５）の議事に入ります。本日の議事について、事務局より説明を

してください。

事務局 本日の議案について説明させていただきます。始めに議案第１号 農地法第

５条の規定による許可申請についてでございます。議案２ページ記載のとおり

１件の申請がございます。○○○○○○地内における共同住宅の建築でござい

まして申請地は都市計画用途区域の工業地域に指定されておりますので、農地

区分は第３種農地で原則許可でございます。

続きまして議案第２号 非農地・非採草放牧地現況証明申請についてでござ

います。議案４ページ記載のとおり４件の申請がございました。

議案第３号 農用地利用集積計画の決定についてですが議案の７ページから

２７ページのとおり６２件の利用権設定の申出と議案２８ページ、２９ページ

のとおり２件の所有権移転がございます。

次に議案第４号 遊休農地解消対策事業助成金交付に係る遊休農地の認定に

ついては議案の３６ページから３７ページ記載のとおり、１件の申請がござい

ます。

議案第５号 農用地利用集積等促進計画については議案４０ページのとおり

１３件の協議がございます。本日の議案は以上でございます。

議案第１号 農地法第５条の規定による許可申請について

議 長 それでは審議に入ります。議案第１号 農地法第５条の規定による許可申請

について委員の皆さんにお諮りいたします。本件につきましては、本日午前１

０時３０分より当番委員であります髙見委員、山脇委員、藤井代理、内川局長、

岩田主任と私の６人で現地の調査に行っておりますので、代表して髙見委員よ

り報告をお願いいたします。

１番 １番 髙見です。報告させていただきます。６名で現地調査を行いまして、

その結果問題ないということになりました。以上です。

議 長 ただ今報告がございましたとおり問題なしということでございましたので、

それでは皆さんの議案に対する質疑を求めます。ありませんか。

１３番 はい。

議 長 はい、１３番 鐵本委員。

１３番 １３番 鐵本です。面積が全部で７７１㎡ということで、この調査票の分で
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いくということで。それで下の○○という地番の分がなくなるということです

か、こうしないと７７１㎡にならないんですけど。

事務局 ○○○○○○○○という筆が登記地目が宅地のため申請書には記載がなかっ

たのですけど、課税が田なので農地台帳には載っているということで、県のほ

うには７７１㎡と１５１．１６㎡を合計した９２２．１６㎡で出しますけれど

も、７７１㎡というちょっとわかりにくい記載となってしまいました。

１３番 了解しました。要するに税務課ではこうしているけど、農業委員会では農地

扱いにはなっていないということですか。

事務局 農地扱いになっているということです。

１３番 農地扱いになっているということだったら、今許可をしないといけないです

よね。というのは、例えば宅地なんだけど家を壊して耕作届出してあったら、

今度宅地にしたいんだけどって言ったら許可申請しないとできないですよね。

一旦耕作届を出したら、農地として。これは要するに税務課が税務課の目で見

てそうだったということなのか、農業委員会では農地として認めているのだっ

たら、農家台帳に載っているし。そしたらするんだったら非農地にして申請し

なきゃいけないということだし。その辺のことはどうでしょうか。

議 長 はい、事務局。

事務局 農地台帳については課税の情報が上がってくるようになっておりまして、税

務課が課税の評価をしたものについては自動的に農地台帳に入ってきます。た

だおっしゃられたとおり耕作届が出ていないものについては、申請者、申請代

理人の方で全て把握しておられないこともあり、申請書の記載には上がって来

ないという複雑な話になってきます。一応農家台帳に載ってくるので、農業委

員会としては議案に載せているということになります。

１４番 現地はどうなんでしょうか。

議 長 現地は田です。

事務局 宅地があったところを田んぼとして使ってしまっているということです。

１６番 帳面上整理していないってとだな。

１３番 いいですよ。耕作届まで出してきたなら別ですけど、税務課のほうでそうい

うふうに見たということでね、はい。

議 長 はい、その他ございませんか。

（なしの声）
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議 長 ないようですので、ただ今の案件につきまして賛成の農業委員の方の挙手を

お願いします。

（賛成者 挙手）

議 長 はい、ありがとうございます。全員賛成でございますので承認といたします。

議案第２号 非農地・非採草放牧地現況証明申請について

議 長 続きまして議案第２号 非農地・非採草放牧地現況証明申請について委員の

皆さんにお諮りいたします。本件につきましても先程と同じように６名で現地

の調査に行っておりますので、続いて髙見委員より報告をお願いいたします。

１番 １番 髙見です、報告させていただきます。午前中６名でまわらせていただ

きました。いずれも問題はないという結論になりましたのでご報告させていた

だきます。以上です。

議 長 はい、ただ今報告がありましたとおり非農地・非採草放牧地現況証明申請に

ついて何ら問題はないということです。それでは議案に対する質疑を求めます。

ありませんか。

（なしの声）

議 長 ないようですので、ただ今の案件につきまして賛成の農業委員の方の挙手を

お願いします。

（賛成者 挙手）

議 長 はい、ありがとうございます。全員賛成でございますので承認といたします。

議案第３号 農用地利用集積計画の決定について

議 長 続きまして議案第３号 農用地利用集積計画の決定についてお諮りいたしま

すが、本日の農用地利用集積計画の各筆明細に該当委員に係る案件がございま

すので、事務局より全体の説明を受ける前に該当委員に係る案件を先に審議さ

せていただくことにご異議ございませんか。

（なしの声）

議 長 異議なしということでございますので、そのように進行させていただきます。

農業委員会等に関する法律第３１条の規定により該当委員の退席を求めます。

７ページ番号１番は、１５番 衣笠委員に係る案件でございますので退席を

求めます。

（衣笠委員 退席）

議 長 それでは事務局説明をお願いします。
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事務局 ７ページでございます。申請番号１番、○○○、○○○○○の３筆、５，７

１６㎡の水田の賃借権の設定でございます。農業経営基盤強化促進法第１８条

第３項の各要件を満たしているものと考えます。以上でございます。

議 長 はい、ただ今の案件につきまして議案に対する質疑を求めます。ありません

か。

（なしの声）

議 長 ないようですので、ただ今の案件につきまして賛成の農業委員の方の挙手を

お願いします。

（賛成者 挙手）

議 長 はい、ありがとうございます。全員賛成でございますので承認といたしまし

て、衣笠委員の入場を求めます。

（衣笠委員 入場・着席）

議 長 衣笠委員へ、ただ今の案件につきましては異議なしということで承認されま

したので報告いたします。

続きまして、７ページ番号２番は、塚根推進委員に係る案件でございますの

で塚根委員の退席を求めます。

（塚根委員 退席）

議 長 それでは事務局より説明をお願いします。

事務局 ７ページでございます。申請番号２番、○○の１筆、３，４２６㎡の水田の

賃借権の設定でございます。農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件

を満たしているものと考えます。以上でございます。

議 長 はい、ただ今塚根委員の案件について説明がございました。議案に対する質

疑を求めます。ありませんか。はい、鐵本委員。

１３番 １３番 鐵本です。土地改良区賦課金相当額とある賦課金はいくらでしょう

か。

事務局 ４，０００円ということです。

議 長 その他ございませんか。

（なしの声）

議 長 ないようですので、ただ今の案件につきまして賛成の農業委員の方の挙手を

お願いします。
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（賛成者 挙手）

議 長 はい、ありがとうございます。全員賛成でございますので承認といたします。

塚根委員の入場を求めます。

（塚根委員 入場・着席）

議 長 塚根委員へ、ただ今の案件につきましては異議なしということで承認されま

したので報告いたします。

続きまして、１８ページ番号３４番は、８番 吉村委員に係る案件でござい

ますので吉村委員の退席を求めます。

（吉村委員 退席）

議 長 それでは事務局より説明をお願いします。

事務局 １８ページでございます。申請番号３４番、○○の１筆、１，７１４㎡の水

田の賃借権の設定でございます。農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各

要件を満たしているものと考えます。以上でございます。

議 長 はい、ただ今吉村委員の案件について説明がございました。議案に対する質

疑を求めます。ありませんか。

（なしの声）

議 長 ないようですので、ただ今の案件につきまして賛成の農業委員の方の挙手を

お願いします。

（賛成者 挙手）

議 長 はい、ありがとうございます。全員賛成でございますので承認といたします。

吉村委員の入場を求めます。

（吉村委員 入場・着席）

議 長 吉村委員へ、ただ今の案件につきましては承認されましたので報告いたしま

す。

以上で該当する出席委員に係る案件について審議は終了しました。引き続い

て全体について審議を行います。事務局より説明をお願いします。

事務局 ７ページに戻ります。利用権設定各筆明細等集計表につきましては、田、畑、

樹園地の合計は１９８，１２６㎡でございます。利用権設定各筆明細につきま

しては、７ページから２７ページまでの記載のとおりでございます。補足です

が、９ページ記載の上北条地区協定料金は１０アールあたり４，０００円です。

続きまして２８ページ、所有権移転関係でございます。所有権の移転を受け
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る者、○○○の○○○○。所有権を移転する者、○○の○○○○さんでござい

ます。移転する土地は○○の４筆１２，０２１㎡の畑でございます。対価は６

０１，０５０円、１０アールあたりですと５０，０００円でございます。

続きまして２９ページ、所有権移転関係でございます。所有権の移転を受け

る者、○○の○○○○。所有権を移転する者、○○の○○○○さんでございま

す。移転する土地は○○の２筆４４２㎡の畑でございます。対価は６６，３０

０円、１０アールあたりですと１５０，０００円でございます。

利用権設定を受ける者の農業経営の状況につきましては、３０ページから３

３ページ、所有権の移転を受ける者の農業経営の状況につきましては、３４ペ

ージ記載のとおりでございます。いずれも農業経営基盤強化促進法第１８条第

３項の各要件を満たしているものと考えます。以上でございます。

議 長 それでは全体につきまして皆さまの質疑を求めます。ありませんか。

（なしの声）

議 長 ないようですので、ただ今の案件につきまして賛成の農業委員の方の挙手を

お願いします。

（賛成者 挙手）

議 長 はい、全員賛成でございますので承認といたします。

議案第４号 遊休農地解消対策事業助成金交付に係る遊休農地の認定について

議 長 続きまして議案第４号 遊休農地解消対策事業助成金交付に係る遊休農地

の認定についてお諮りいたしますが、この件につきましても本日午前１０時３

０分より当番委員であります６人で現地の調査に行っておりますので、代表し

て髙見委員より報告をお願いいたします。

１番 １番 髙見です、報告をさせていただきます。この案件ですが、畑のほうは

２回打てばなんとかなると思いますが、外周、法面周りの作業があるというこ

とで３万円が適当ではないかという結論に達しました。以上です。

議 長 ただ今報告がございました遊休農地の解消対策事業でございますが３万円

が妥当ではないかということでございます。周りの両サイドから竹が入り込ん

でおりまして、それをきちんと整理するとかなり時間がかかるし労力がかかる

んじゃないかということで、３万円が妥当だということで決定しました。それ

では皆さんのご質疑ございませんか。

（なしの声）

議 長 異議がないようですので、ただ今の案件につきまして賛成の農業委員の方の

挙手をお願いいたします。

（賛成者 挙手）
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議 長 はい、ありがとうございます。全員賛成でございますので承認とさせていた

だきます。

議案第５号 農用地利用集積等促進計画について

議 長 続きまして議案第５号 農用地利用集積等促進計画についてお諮りいたし

ますが、利用集積等促進計画各筆明細に該当委員に係る案件がございますので、

事務局より全体の説明を受ける前に該当委員に係る案件を先に審議させてい

ただくことにご異議ございませんか。

（なしの声）

議 長 異議なしということでございますので、進めさせていただきます。農業委員

会等に関する法律第３１条の規定により該当委員の退席を求めます。

４０ページ番号１１番から１３番は、１２番 數馬委員に係る案件でござい

ますので退席を求めます。

（數馬委員 退席）

議 長 それでは事務局、説明してください。

事務局 ４０ページ番号１１番でございます。借受経営体は、○○○。土地につきま

しては○○○の１筆８０９㎡の水田の促進計画で、賃借権の設定でございます。

その他農地番号１２番と１３番の２筆を合わせて合計で４，０７２㎡の水田の

促進計画で、賃借権の設定でございます。以上でございます。

議 長 ただ今數馬委員の案件について説明がございました。質疑を求めます。あり

ませんか。

（なしの声）

議 長 ないようですので採決をいたします。ただ今の案件について賛成の農業委員

の方の挙手をお願いします。

（賛成者 挙手）

議 長 はい、全員賛成でございますので承認といたしまして、數馬委員の入場を求

めます。

（數馬委員 入場・着席）

議 長 數馬委員へ、ただ今の案件につきましては承認されましたので報告いたしま

す。

以上で該当する出席委員の案件につきまして審議を終わりました。続いてそ

の他の案件について審議を行いますので、事務局説明をしてください。

事務局 ４０ページでございます。農用地利用集積等促進計画につきましては、４０
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ページの番号１番から１３番まで、合計で１３筆、１２，９１０㎡の水田、畑

でございます。促進計画を受ける者の農業経営の状況等は、４１ページから４

３ページに記載しております。

農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定により倉吉市長

から協議がありましたので、本会の意見を求めるものでございます。以上でご

ざいます。

議 長 ただ今事務局より説明がございました。皆さまからの質疑を求めます。あり

ませんか。

（なしの声）

議 長 ないようですので、ただ今の案件について賛成の農業委員の方の挙手をお願

いします。

（賛成者 挙手）

議 長 はい、ありがとうございます。全員賛成でございますので承認といたします。

以上で議事は終結といたします。

続きまして４４ページを開いてください。その他の項について事務局、説明

をしてください。

事務局 資料４４ページ、倉吉市財産評価審議会委員の決定についてでございます。

財政課より委員の推薦依頼がございました。財産評価審議会は、公有財産の取

得、貸付け及び処分の価格及び料金について審議する機関として設置していま

す。

内容としては１件２千万円以上で５千平方メートル以上の土地、あるいは１

件２千万円以上の建物に係る市有財産の購入、売り払い及び交換等をする際に、

適正な評価を行うためにその価格をご審議いただくものです。

委員は、倉吉市財産評価審議会設置条例により、５人以内で学識経験者のう

ちから市長が委嘱するものです。現在、委員は４名で構成されており任期は２

年で令和６年４月３０日となっております。農地の売買に携わっている学識経

験者として、今回初めて推薦依頼がありました。よろしくお願いします。

議 長 私のほうに担当課から連絡、相談がありまして農業委員の方でできれば女性

を出していただきたいという市長のほうからの要望があったようでございます

ので、私のほうで独断ですが藤井職務代理を委員として推薦したいと思います

が、いかがでございましょうか。

（はいの声）

議 長 それでは皆さん、異議なしということですので。１０年以上のキャリアのあ

る藤井職務代理に出ていただくようにしますので、よろしくお願いします。

（６）その他

議 長 続きまして別冊、その他報告･連絡事項をご覧ください。（１）農地法第５条

の規定による許可を必要としない届出書について事務局よりお願いします。
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事務局 それでは別冊をご覧いただきたいと思います。２ページから１５ページまで

（１）農地法第５条の規定による許可を必要としない届出書が全部で１１件ご

ざいます。２ページの（１）につきましては倉吉市建設課の発注工事に伴う一

時転用、３ページの（２）４ページの（３）はいずれも鳥取県中部総合事務所

河川砂防課の発注工事に伴う一時転用で、請負業者と転用期間、届出地はそれ

ぞれ記載のとおりでございます。５ページの（４）から１３ページの（９）ま

では鳥取県中部総合事務所の道路都市課の発注工事の工期延長に伴う一時転用

でございまして、転用期間と届出地は記載のとおりでございます。請負業者は

現在は○○○○○○○○ですが、今年度の入札で変更になることもあるという

報告を受けております。続いて１４ページの（１０）ですが国土交通省倉吉河

川国道事務所発注工事の工期延長に伴う一時転用で、現在の請負業者は○○○

○○○○でございます。転用期間、届出地は記載のとおりでございます。最後

に１５ページの（１１）は倉吉市建設課の発注する工事に伴う一時転用で請負

業者、転用期間、届出地はそれぞれ記載のとおりでございますのでご確認くだ

さい。以上です。

議 長 続きまして（２）あっせん申出のあった農地及びあっせん委員の選任につい

て、梶本主幹。

事務局 はい、１６ページのあっせん申出のあった農地及びあっせん委員の選任につ

いてということです。今回は７件ありました。１番目から説明させていただき

たいと思います。

まず１番目ですけど、相談者が○○○○さんで○○の水田であります。相談

内容は、売買、賃貸借、使用貸借ということであります。

１８ページ、２番目は相談者が所有者の○である○○○○○さんで、○○の

水田であります。相談内容は売買ということであります。

１９ページ、３番目は相談者が所有者の○である○○○○さんで、○○の水

田、畑であります。相談内容は、売買、賃貸借、使用貸借ということでありま

す。

２０ページ、４番目は相談者は今回の農業に関する相談会に来庁された○○

○○さんで○○○○○○の水田であります。相談内容は売買、賃貸借というこ

とであります。

２１ページ、５番目は相談者が所有者の○である○○○○さんで、○○○の

畑であります。相談内容は賃貸借ということであります。

２２ページ、６番目は相談者が所有者の○である○○○さんで、○○の水田

であります。相談内容は賃貸借、使用貸借ということであります。

２３ページ、７番目は相談者は今回の農業に関する相談会であった親元就農

している○○○○さんで、相談内容はスイカを賃貸借により作付け面積を増や

したい。○○あたりの畑で、５反を希望しているとのことです。

以上、あっせん委員の選任についてよろしくお願いいたします。

議 長 それではあっせん委員の選任を行います。まず１番目の○○、○○か○の委

員さん、どなたか。早田委員。

１９番 ○、○○のほうを担当しているんですけれどもなかなか○○と言いましても
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ですね、最初のこの田んぼ２つはですね○○○改良区の関係の区域っていうか。

私は○○だと思わなかったです、ここは。○○の上のほうにあって、高台のね。

現地は先程行って来ましてね、水路もあるし。○○○の関係のほうでなんとか

ならんかと思っているところです。

それともう１つ○○の右側の１７ページのやつですけれども、左側のは○○

でして、場所は大体わかるんですがなかなか私の範疇にないっていうか、ちょ

っとわからないところです。下のですね、○○○というのは大体場所はわかり

まして、ずっと荒れているところでなかなか作り手はないなと思っているとこ

ろです。関係する改良区とかその地域の方で左側のはお願いしたいし、右側の

は○○の関係でわかる方にやっていただきたいなと思っているところでござい

ます。この方からは３月にもあっせん依頼が出ておりまして後で報告しますが、

なかなか○○地内は借り手がないということでお断りしたこともございます。

以上です。

議 長 右の○○は○○の多面的機能のところの、たぶん牛を飼っておられる○○さ

んがイタリアン等を作っている田んぼです。本当はここまで中山間組合に入れ

ないといけないんですが、○○というのは○地区になりますので、○地区は中

山間には入らないということで。○○しか入らないということでここは除外な

んです。私が組合長をしている地区の下のほうの土地なんです。ですから除外

地になってしまうんです。○○○○さんが作っていますので、賃貸借で。この

まんまじゃいけんだろうか、こんなは。

１５番 もう、辞めなったです。

議 長 なら牛も辞めちゃったか。

１５番 牛も辞めたって聞いてます。

議 長 なら作り手がないわけだ。松本委員。

１６番 ずっと牧草で来とるだら。

議 長 小さい田んぼだけ、稲の作り手がない。水は当たるけど。草刈りはしてもら

えるだ。後で話しましょう、一応松本委員にしておきます。

下のほうは集落のほうの田んぼでしょう。

１９番 ○○○のはね。

議 長 右のページのも。これは○○の下をずっと入って行って奥のため池から水が

来とるです。ため池の下だから○○○の改良区ではないです。○○の○○の排

水がここのため池に落ちるです。そんなんを貯めたのがこの水田の水です、谷

ですわ。これは草ぼうぼうですか。

１９番 いやいや、去年までは作ってあったって話です。

議 長 両サイドが山で下に道路がついておる、○○の広域農道から入って自動販売
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機のところから。

１６番 あんまりええ田んぼではないな。

１３番 大きな車は入らんのですか。

議 長 ２トンまでは入る、またそれも。じゃあ１人目は早田委員で。続きましてこ

れは○○、山脇委員よろしいですか。

山脇推進委員 はい。

議 長 ここはええところだで田んぼとしては、砂地でな。宅地にはならんけど。売

買か、水田では買い手がないぞ。難しいな、なかなか売れん。とりあえず担当

してもらうことにしましょう。

続いては○○、藤原委員と田村委員か。じゃ、お願いします。続きまして○

○○○○○、原田委員よろしいですか、はい。続いて○○、さっきのあっせん

が出とったここに世話したらええでないか。

田倉推進委員 無理です、水がありません。スイカを作りたいって○○さんは言っておられ

るので水が必要になります。

議 長 いらんわいや。

田倉推進委員 そういうふうに話していただければありがたいんですけど。

議 長 うちのところで作ってる人はみんな水がないよ。

田倉推進委員 ○○さんには話をしてみます。若い人はみんな水をじゃんじゃん使うみたい

です。私が担当してよろしいでしょうか。

事務局 ７月まで一応前の方に権利がありますので、片付けてからタイミングがあり

ますので。

議 長 次のは○○、吉村委員。いいですね。

８番 はい。

議 長 あっせんについてはよろしいですか。

事務局 ７番については。

議 長 これは田倉推進委員だよ。続きまして２４ページに入ります。あっせん活動

の状況について、山脇委員どうぞ。

山脇推進委員 はい、数人の方に話をさせていただいたんですけど、なかなか賃貸借は難し

いということで。本人さんの方にもその話をさせていただきまして、引き続き
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あっせん活動をやっていきたいということでございます。

議 長 引き続いてあっせん活動をやっていくという報告でございます。２番は藤井

委員。

６番 ○○さんのほうにまず相談に行きまして、なんでもいいから作ってもらいた

いということで。野菜でなくてもいいっていうことだったので、○○○○が近

くに牧草をたくさん作っておられまして、○○○○に話をしたらぜひ自分のと

ころで作りたいということだったのでいい話になりました。

議 長 はい、ありがとうございました。続きまして早田委員、３番。

１９番 これは○○地内でございまして、用排水路兼用の土水路でございます。取水

排水が難しいということもあって、いつも水はけが悪くてですね湿田となって

おりました。水路の泥上げとかも大変な状況でございます。３名の方に耕作を

お願いしましたが、皆さま状況をよく把握されていていい返事がございません

でした。所有者の方には報告いたしまして、了解いただきまして継続して耕作

者を探していきたいと思います。以上です。

議 長 はい、引き続いてお願いいたします。４番については塚根委員。

塚根推進委員 推進委員の塚根です。既に議案２５ページの５４番に記載されております、

既に決まっております○○の○○○○さんが借りるよう設定しております。

議 長 はい、ありがとうございました。５番は原田委員、どうぞ。

１８番 この○○さんの水田ですけど、前回も出ていたと思いますけど小さいトラク

ターしか入れないとかで近所の方も借り手がなくて。土地改良区の理事長さん

に相談しましたところ中山間地直接支払の担当区域ですんで維持管理、草刈り

等は組合のほうでやるということで返事をいただきました。なかなか田んぼも

小さくて変形で、作り手は見つからんという結果になりましたことを報告しま

す。

議 長 中山間組合で維持管理をしていくということで、わかりました。続いて（４）

を主幹よりお願いします。

事務局 （４）農地利用最適化業務活動日誌についてです。農地利用最適化交付金の

関係で昨年は活動日誌の提出を徹底していただきまして、ありがとうございま

した。今年度も引き続き交付金の事業がありますので、よろしくお願いします。

昨年度の活動実績に応じた報酬については、５月に支払いする予定としており

ますのでよろしくお願いします。

続きまして、今日この資料を置いております。それに基づいて簡潔に説明を

したいと思います。タイトルが令和５年度農業委員会の農地利用の最適化の推

進の状況、その他事務の実施状況の公表についてでございます。１ページ目農

業委員会の状況につきまして令和６年４月１日の状況を記載しております。最

初に農業委員会の現在の体制ということで、昨年７月に改選になりましたので
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定数及び実数をそれぞれ記載しております。真ん中あたりに認定農業者は昨年

１５８人だったですけれど、現在は１６３人となっております。

続きまして２ページからは最適化活動の実施状況について記載しております。

農地の集積については２ページ、遊休農地の発生防止、解消については２ペー

ジから３ページに記載しており、新規参入の促進については３ページから４ペ

ージに記載しております。

続きまして、４ページからは最適化活動の活動目標と実績を記載しておりま

す。毎月日誌を月８日記載していただいていますが、４ページの中程に１人当

りの活動日数を月８日と目標設定して、皆さまにお願いしているところとなっ

ております。

５ページは新規参入の相談会への参加として、追加として１０月から１月に

農業に関する相談会を午前と午後実施していることの目標と実績を記載してい

ます。

６ページは事務の実施状況を記載しています。総会とか部会の開催実績等を

記載しております。

続きまして７ページからは令和６年度の最適化活動の目標の設定等について

記載しております。最適化活動につきましては、令和４年度から先程触れた内

容について新たに実施しましたが、令和６年度も引き続き継続していく目標と

なっております。詳細については記載のとおりでございます。

最後に、現時点ではまだ県とすり合わせ確認作業中でございますので若干数

値などの修正等はあるかもしれませんが、ご了承いただければと思っておりま

す。最終は６月のホームページに掲載する予定としております。以上でござい

ます。

議 長 はい、ただ今活動日誌のことについてございましたが、再三言っております

とおり国の予算がかなり組んであったんですけれどもなかなか使い切らんとい

うことで、令和６年度の予算については若干減るようです。ですから、普段か

らあまり深く考えずに、普段から時間があるときにパトロールしていただけれ

ば。違反転用がないかなとかイノシシの柵がどうかとか、もちろんここに書い

てある会合への出席とかでもいいですし。

事務局 この最適化交付金というのは、月８回の活動やあっせん活動してもらったも

のを記載してもらって１日５，０００円ということです。令和４年度と令和５

年度があったんですけど、５年度の場合倉吉に配分の上乗せが５０万円強ぐら

い来ました。歳出する予算がなかったので３月補正でこの交付金の約５０万円

アップしました。詳細の個々の計算は今まだ作業中なんですけれども、昨年よ

りは増えている実情なので、ちょっと今回は話をさせていただきました。

議 長 どんどんこの交付金を使ってくださいよということで、各都道府県に来る交

付金が減っちゃうということ。だからもっとパトロールしてどんどん書いて出

してくださいということで。

今度２３日は大山町に農業会議の課長が行くんですけれども、この活動がわ

からない農業委員会が結構県下にあるようです。活動内容はなんだいな、どう

いうお金を使うだいなとか。会長自体がわかってないから委員の皆さんに説明

もできんし、事務局もわからん。
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事務局 倉吉も確かにわからなくて、県とだいぶ協議して倉吉市の要綱を決めて１日

５，０００円で、日数は任意ではあるけど８回の回数に応じて交付金を出すよ

うな仕組みを作っている実情です。

議 長 あっせん活動なんかも全部書いて出してくださいよ、電話連絡したりも。で

ないと交付金が使い切らん。倉吉の事務局はいい具合に説明しているから皆さ

んもそれぞれ活動記録をいい具合に書いているということで、今年の５月には

皆さんの口座にそれぞれ振り込まれますので、以上です。

続いてその他の項。

事務局 それでは引き続きその他になります。まず最初に緑の募金についてでござい

ます。羽根を机の上にお配りさせていただきました。帰りでよろしいので、募

金箱を後ろに置いておりますのでよろしくお願いしたいと思います。

続きまして農業委員会会議の時間の変更についてということで、１月にこの

日程表で５月農業委員会会議を午後１時３０分からとしておりますが、来月は

総会も考えながら午後３時に変更したいと思っています。会議は午後３時、会

議終了後に定期総会及び懇親会という日程で進めていきます。定期総会の開催

文書は、本日の総務委員会がありますので委員会を終わって発送したいと考え

ております。懇親会の出欠席の確認を行う予定としておりますのでよろしくお

願いします。懇親会場は打吹回廊です。よろしくお願いします。

続きまして会長のあいさつにもありましたけれども、来月５月から１０月ま

でがクールビスの期間に入ります。軽装でお願いします。私のほうからは以上

です。

議 長 今説明がございましたとおり、５月の定期総会ですけれども事務局で懇親会

場を申し込んだら詰まっておりまして、やむなく新年会をした打吹回廊が空い

てましたので急遽変更させていただきました。

企画委員会で話をしております１１月の県外研修は今のところ和歌山県の農

業試験場を予定しております。帰りの日程や宿泊はまだ定まっておりません。

もし希望があれば事務局にでもご一報いただければと思います。

続きまして農業委員会だよりプレゼントクイズの抽選を行います。

（以下 プレゼントクイズ抽選会）

議 長 その他、皆さんの方で何かございませんか。

事務局 はい、本日１枚相続登記に関する紙をお配りしております。この４月から相

続登記が義務化されました。期間は３年以内にしてくださいよというなります

が、悪いことを言いますと将来的には過料１０万円以下というのを国のほうは

考えているようですけれども。人によりましては長いことひいお祖父さんの名

前で放っておいたことについて、法務局が最近調べましてですね通知をしより

ます。で、その相続登記を促しているということもございます。もしそうした

土地がある方についてはもしかしたら法務局のほうから通知がいくこともあり

ますので、そうした案件がございましたら早めに対処していただくのがよろし

いかなと思っております。ちょうど書士さんいらっしゃいますので、鐵本委員

何かありましたらどうぞ。
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１３番 すみません、長々とってことではないんですけど。相続登記がなぜ義務化さ

れたのかといえば、ドイツでは台帳に登記した申請者が所有者となるのですが

日本では台帳に載っているからといって申請者が所有者とは限らないんですね。

だから登記していない、相続していないからそのまま投げているというのがあ

ります。そういったことでここにあるように事業などの障害になっていくし、

探すのに大変だったということで、そういうことを解消しようということで今

年の４月からこれがスタートしたということです。３年以内にやってください

よと、今年の４月１日から３年以内ですね。で、そんなの前の分も今から３年

以内に登記してくださいということです。

すぐにあれこれ探しても、誰がどこにいるかわからんしっていったときには

もしそういう通知が来たときには自分だけ戸籍とか持って登記をできますよと

その代わり謄本にその人の名前が載るんですけれど、全部の人の手続きが終わ

らない限りその土地を処分することはできません。相続人が複数ある場合、私

に通知が来て過料だなんて言うけ、自分が相続人だし届出しとこうやっていう

のは受けてくれるけど他の人が一緒にせん限りその土地は売却とかはできませ

んのでそういうふうになりますからしてくださいということです。

それから建物とかを相続したけど登記してない場合、表題といって人間には

生年月日、身長、体重があるように、何年何月何日に新築、増築、木造何階建

て、鉄骨何階建て、床面積がいくらとかいうようなことをするのが表題という

んですけれど、それをしてくださいねということですので。親が残したけど、

相続はしてないけどということなら最低その表題登記というのをしておけばか

なりのところまでいくのではないでしょうかということです。

それからもし農家とかから相談があったとき、国が引き取ってくれる、相続

放棄の手続きすればって、戸籍集めて裁判所に持っていって相続放棄しますっ

て言っても国は受けとりません。鳥取県でやっと１件国庫に返そうかというの

がこれからなるということで。７年だか何年かの管理料をくれということで、

１筆２０万円だそうです、１０筆だったら大変ですよ２００万円ですから。安

易に国が持っていってくれるとか、公共が引き取ってくれるとかありえません

ので、よっぽど活用できる土地でないとできません。その上に物が建ってたら

更地にしてからそういうものを出してくださいということですので。その辺の

ことを細かくは何１０ページにもなるマニュアルみたいなのがあって、それを

説明するには勉強会でもしないとわからないので。

大雑把に言えばそういうような制度が始まって、局長が今言われたようにい

っぺんには過料だなんだってことにはならんけど、促すために導入したという

ことです。またこういうのの関係については、会長が司法書士に来てもらって

もうちょっと詳しいことを聞こうやと、勉強会をということがありましたので

その機会に譲ってと思います。長々とすみません、ありがとうございます。

議 長 はい、どうも。

事務局 ちょうど今日の日本海新聞にですね、相続放棄が最多２６万件ということも

出ておりましたので。今後こうした相続や相続放棄だとかあるいは国庫帰属制

度だとか、いろいろな制度が絡んでくるのではないかなと思っております。そ

れぞれまた、知識なり得ていただければと思います。どうぞよろしくお願いし

ます。以上です。
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議 長 その他、皆さんの方で何かございませんか。

（なしの声）

議 長 ないようですので、本日の農業委員会会議は閉会といたします。ご苦労様で

した。

― 午後３時００分 閉 会 ―


